










































は、1937 年 7 月 7 日の盧溝橋事件をきっかけに日本
軍が中国との全面戦争に踏み切った際に蔣介石総統が徹
底抗戦を表明する「廬山談話」を発表した場所として、








































































































































































































































































































































































































































































































務所と 3 階建の領事館公館からなり、1910 年に竣工し
ている。領事館事務所は、領事館関係と警察局関係部署















当初は 3 階建てで、4 階部分は増築であることがわかる。
ただ、内部に関しては、目視ではわからない。ちなみに、
この現存する総領事館並びに領事館公邸に関すると思わ
れる建築計画図面が現存することが確認できた。詳細は
不明だが、今後は、租界地を象徴する建築として、これ
らの資料を詳細に検討し、2 代目の総領事館事務所なら
びに総領事館公館との関係性、あるいは、領事館建築の
特徴などの一端を明らかにするとともに、租界地の景観
上の意味などを検討したいと考えている。
図 5　	旧大石洋行（現在、「八路軍武漢弁事処旧址紀
念館」として再利用されている）
図 6　	旧日本漢口総領事館（現在、ホテルとして再
利用されている
